


県の学力向上の重点を踏まえた授業づくりのポイント

「『学習意欲』のさらなる高まりを目指して～『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善」
（H31.3 石川県教育委員会作成リーフレット）より

※スマートスクールネット内「学力向上プログラム」にも掲載しています

② 課題解決の見通しが
もてる工夫

③ 効果的で柔軟な時間配分

④ 個に応じた指導の工夫

◇ 活動の見通しではなく、子供たち
が解決の見通しをもてる工夫を

◇ 既習内容や思考ツールなど、解決
に向けて子供たちが自己決定できる
手立てを準備

◇ 単元全体を見通した授業の組み立てを
（どんな力を付けるか→
そのために単元のどこでどんな学習を行うか）

◇ 子供たちが試行錯誤し、失敗から
学べるような場を意図的に設定

◇ 全ての子供たちの可能性を引き出すための手立ての準備
（Ｃ→Ｂの手立てだけでなく、Ｂ→Ａの手立ても）

● どんな手立てを？
・ヒントカードや参考資料などを、子供たちの端末に送付
・ルーブリックを作成して、子供たちと共有
・子供たちが選択できるような難易度別の適用問題を準備
・チャレンジ課題やジャンプアップ課題の提示 など

● どのタイミングで？
・端末を活用して、子供たちの学習の進捗状況をリアル
タイムで把握 → 必要な支援を、必要な子供たちに

・ＡＢＣそれぞれの層の子供たちを想定して、
三通りの指導の流れを示した本時案を作成 など
（参考）「令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告書

小学校 国語」授業アイディア例（p48～52）参照

⑤ ペア・グループで必要感がもてるしかけ

◇ 目的を明確にした上で、グループ構成を意図的にコーディ
ネート
「考えを深めさせたい」→ 同じ考えの人同士で
「考えを広げさせたい」→ 違う考えの人同士で など

◇ 「共通の軸」を踏まえた課題設定や深めの発問

⑧ キーワードや目的を明確にした
「まとめ」、「振り返り」

◇ 「課題」と整合した「まとめ」を
（「問題」に対する「答え」や、
「実験」に対する「結果、考察」を、
「まとめ」と混同しない）

◇ 振り返りの目的を明確に
・今後の学習に生かしたい
・学習内容だけでなく、学び方についても
自覚させたい など

この時間の活動について、進め方を説
明しますね。まずはこれらの資料から
分かることをそれぞれ書き出しましょ
う。それが終わったら、グループで持
ち寄って話し合いを行います。それぞ
れの資料から読み取ったことをもとに、
この課題について考えて、・・・・

自己決定

これまでに学習した思考ツール

単元の中のどこで、
一斉授業や「子供に委ねる場面」を設定して、
教科の資質・能力の定着や
「自己調整力」の育成を図るか……

×活動手順の説明のみ

あなたと同じ叙述を根拠として取
り上げているのに、違う考えを書
いている人がいますよ。
なぜそういう考えになったのか、
話を聞きに行ってみてはどうかな

本当だ！
どうしてそう考えた
のか知りたいな

教師のコーディネートや、子供たちによる
相手の選択には、端末の活用が有効です

グループで話し合って、
みんなの考えた方法に優先順位を付
けましょう。なぜその順位にしたの
か、どんな観点で順位を付けたのか、
あとで説明もしてください

グループで話し合って、
一番少ない手順で求められる
方法を決めましょう

×「よい」の基準が
人によって違うので、
軸が定まらない

○見方・考え方を働かせた共通の軸がある
→ねらいに沿った話し合いができる

「まとめ」は、
「ゴムを伸ばす長さが長い車の方が、
動く距離は大きい」です

課題
ゴムをのばす長さを変え
ると、ものを動かすはた
らきはどのように変わる
のだろうか ×「実験」に対する「結果」であって、

「課題」と整合した「まとめ」には
なっていない

表を使って情報を整理していたけれど、
考えがまとまらないな。
前の授業で使った
「ピラミッドチャート」
で整理し直してみよう
かな

※各ポイントの番号は、授業チェックポイント例の番号と対応しています。
（１単位時間だけではなく、単元全体を捉えた学びにおける働きかけを含みます。）

◎どんな状況の子供に、どう支援するかを、事前に決めておいた上で、
全員の学習状況を個々に見取り、必要な子供に必要な支援を行いましょう

グループで話し合って、
一番よい方法を
決めましょう


